
男鹿南中学校 校報 令和３年２月１日号

校長 加 藤 和 彦
今年の冬は、厳しい寒さと大雪に見舞われ、多くの方々が除雪作業にご苦労されているのではと思い
ます。学校は１９日間の冬季休業を終え、１月１４日から後期後半がスタートしました。生徒たちにと
っては、地域や家庭で過ごす機会が増える冬季休業ですが、大きな事故等もなく終えることができまし
たこと、地域、保護者の皆様に感謝申し上げます。
３年生は卒業まで、１，２年生は修了、進級までの後期後半は、生徒たちは自分自身を‘飛躍’させ

るための重要な期間となります。３年生は自分の進路を決めるだけでなく、進路先でさらなる飛躍がで
きる力を付ける期間、２年生は最上級生として学校をリードできる力を付ける期間、１年生は学校の中
心となり４月に入学する新入生のよきモデルとなる力を付ける期間となります。
３年生は、１月上旬の私学推薦・専願から入学試験が始まりました。２月以降も私学併願や公立前期

関連・一般選抜等々とスケジュールにそって進むこととなりますが、それぞれ入学試験には万全の準備
をして臨むことができるよう、全職員で指導、支援をしていかなければと考えております。
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冬休み前にお願いした学校評価へのご協力ありがと
うございました。今年度最終の結果は下の表の「今年
度全体」のとおりです。また、保護者の皆様と生徒自
身の評価結果も掲載しております。
項 目 昨年度 前 期 今年度全 体 保護者 生 徒
① 学校生活 3.4 3.3 3.3 3.4 3.4
② 学習指導 3.4 3.3 3.5 3.4 3.4
③ 基礎学力 3.0 2.8 2.8 2.7 3.0
④ 学習意欲 3.1 3.1 3.0 3.0 3.0
⑤ 家庭学習環境 2.9 3.0 2.9 2.8 3.2
⑥ 自信･自己有用感 3.1 3.0 3.0 3.2 3.0
⑦ 生徒指導 3.4 3.4 3.5 3.4 3.4
⑧ 教育環境 3.5 3.3 3.4 3.3 3.5
⑨ 情報発信 3.4 3.4 3.5 3.5 3.6
⑩ 地域連携 3.5 3.4 3.3 3.3 3.5
⑪ 部活動 3.4 3.4 3.4 3.5 3.7
⑫ 部活動指導 3.6 3.7 3.8 3.7 3.8
⑬ 学校行事 3.6 3.5 3.7 3.7 3.8
⑭ ＰＴＡ活動 3.4 3.3 3.3 3.4 3.5
⑮ 職員マナー 3.5 3.4 3.5 3.6 3.5

※４が最高点。１が最低点

全体としては、概ね昨年度並の評価結果ととらえら
れます。回答者別の結果からは、③④⑤の学習面に関
連する項目が落ち込んでいることがわかります。②学
習指導は比較的良好な状況ですので、学習内容の定着
や意欲について、家庭学習を含めて再度状況等を分析
し、手立てを講じていく必要があると考えています。
なお、⑥自信・自己有用感は、本校の弱い部分であ

り、今年度は重点事項のひとつとして取り上げ、その
改善に努めてきたところでした。しかし、結果は思う
ようなものとなっておらず、今後も改めて有効となる

手立てを考え、改善に努めていかなければと考えてい
ます。保護者の方々からは、自由記述においても貴重
なご意見等が寄せられております。一つ一つ解決や実
現に向けて取り組んでいきたいと考えておりますの
で、今後ともよろしくお願いいたします。

後期後半がスタートしました！

9（火） 公立高校一般選抜
11（木） 同窓会入会式
12（金） 卒業証書授与式
17（水） 公立一般合格発表
19（金） 修了式
20（土） 春季休業へ ※～4/5(月)
29（月） 離任式
4/6（火） 新任式・始業式
7（水） 入学式

本県の感染警戒レベルが引き上げられるなど、今後
もより一層の感染症予防対策の徹底が必要となってお
ります。ご協力をよろしくお願いいたします。
〔感染症予防対策〕
○登校前の検温等、健康観察の徹底
○手洗いや咳エチケットの徹底
○マスクの着用、飛沫感染の予防
○３密の回避

〔県教委「家庭内でできる感染予防」より抜粋〕
○規則正しい生活(生活ﾘｽﾞﾑ､栄養補給､免疫力ｱｯﾌﾟ)
○毎朝の健康観察(検温、風邪の症状の確認)
○こまめな手洗い(外出後、食事の前後、トイレや清掃後の手洗い)
○どこでもマスク(公共交通機関や施設利用時、咳エチケット等)
○共有部分の消毒(家族が触れるところの消毒：ドアノブ、スイッチ、テーブル等)
○こまめな換気(効率よく換気し新鮮な空気と適度な湿度を)


